
  

地域景観資源 登録理由 

大山山頂 

からの眺望 

 

秀峰大山の山頂は海抜1,252ｍ。晴れた日の眺めは絶景

です。 

この眺めを見るため、１年を通じて多くの登山者で賑

わいます。 

相模湾を一望でき、新宿の高層ビルなども見ることが

できます。 

また、富士山や丹沢連峰を一望する眺めも、素晴らし

いものがあります。 

登ってきた苦労を吹き飛ばす、圧巻の眺望が楽しめま

す。 

大山阿夫利

神社下社 

からの眺望 

 

 

大山の中腹にある「大山阿夫利神社下社からの眺望」

は、「ミシュラン・グリーンガイド・ジャポン」で２つ

星（寄り道する価値がある場所）の評価を得るなど、内

外から高い評価を受けています。 

また、江の島や三浦半島はもちろん、房総半島や伊豆

大島までも眺めることができます。 

初日の出や夜景なども楽しめる、誰もが必ず満足する

伊勢原を代表する眺望景観です。 

さとの 

田園風景  

 

伊勢原市は、市域の約２割が農地となっており、市街

地の周辺に田園風景が広がっています。 

こうしたまちの特徴から、いせはら景観写真展では、

場所、時間、季節ごとに、「さとの田園風景」を映した

様々な作品が寄せられています。 

農作物の成長による景観の移り変わりは、改めて四季

の存在とその素晴らしさを実感させてくれます。 

大山を背景とした田園風景は、伊勢原市の原風景とな

っています。 
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4 
日向の棚田

と彼岸花 

 

「神奈川の花の名所100選」に選ばれる日向の彼岸花

は、毎年９月中頃から棚田の畔や土手などに咲きはじ

め、瞬くまに真紅に染め上げていきます。 

その姿は、周囲の棚田の風景と見事に融合し、毎年多

くの市民や来訪者を楽しませています。 

市内では、数少ない棚田の風景で自然や生き物が輝く

この里山の景観は、伊勢原のまちの原風景ともいえま

す。 

5 
渋田川の芝

桜と桜並木 

 

伊勢原市のさとの地域（大田地区）に流れる渋田川の

沿岸に広がる芝桜は、「かながわの花の名所100選」に選

ばれるなど内外から高い評価を得ています。 

毎年４月中旬ごろに、水辺から４mほどの斜面約350ｍ

に色とりどりの芝桜が咲き誇ります。 

桜並木と合わせて多くの市民や来訪者の目を楽しま

せ、心を潤してくれる景観となっています。 

地域の方々が長い年月をかけて作り上げた景観である

ことも魅力の一つとなっています。 

6 
総合運動公

園の桜並木 

 

 

伊勢原市総合運動公園は、体育館や野球場、自由広場

等の施設がある、市内で１番大きな公園です。 

敷地内では、様々な花木や草花が植えられ、四季を通

じて楽しむことができます。 

中でも、エントランスロードの桜並木は、来園者を楽

しませています。 

大山を背景にした桜並木は、新しい伊勢原の景観スポ

ットとなり、また、昼と夜（ライトアップ）とで違う景

観が楽しめることも魅力です。 

特に、大山を背景にした桜並木は、新しい伊勢原の景観

スポットとなっています。 



  

7 
大山寺の 

紅葉 

 
 

大山寺は、755年に良弁僧正により開創されたといわ

れ、関東三大不動の一つであるとともに、不動明王、二

童子像は、国の重要文化財に指定されています。 

深紅に染まる大山寺の紅葉は観光名所として毎年多く

の来訪者が訪れています。 

秋の伊勢原を代表する景観であり、昼と夜（ライトア

ップ）で違う景観が楽しめます。 

伊勢原でしか見ることができない景観であり、来て

（行って）良かったと思える（思ってもらえる）場所と

して市民の評価も高い景観です。 

8 大山の眺望  

秀峰大山は、海抜1,252ｍで、別名「あめふり山」とも

呼ばれ、関東一円から古来より雨乞い信仰の山として親

しまれてきました。 

「大山の眺望」は、いせはら景観写真展で最も数多く

取り上げられる景観であり、市民に最も身近で親しまれ

ている景観資源であるといえます。 

市内のどこの場所から見ても素晴らしく、１年を通じ

てその表情を変えながら市民の暮らしを見守っていま

す。 

まさに伊勢原の宝である景観です。 

9 
大山阿夫利

神社下社 

 

大山阿夫利神社下社は、大山の中腹、標高約700mに位

置します。 

創建は紀元前97年崇神天皇の頃と伝えられ、徳川家

代々の将軍も信仰し、武運長久を祈ったといわれていま

す。江戸時代には気軽に行楽と信仰を行える地として人

気を博し、人々は「講」という組織をつくり大山への参

拝をしました。 

 国定公園でもある大山の豊かな自然の中に位置するた

め、新緑、夏山、紅葉、雪景色と季節により異なる情景

を楽しむことができます。 



 

 

10 
小田急線の

ある風景 

 

小田急小田原線は、伊勢原新宿間を約60分で結び、伊

勢原と愛甲石田駅を合わせた乗降者数は、１日約１万３

千人で多くの市民が利用しています。 

伊勢原市の市街地の中心を東西に走る「小田急線のあ

る風景」は、いせはら景観写真展において、まちなみ風

景をはじめ、田園風景や大山の眺望、また、東海大学病

院などの施設を背景とした作品が多いのが特徴です。 

子どものころ、また、子どもを連れて電車を見に行っ

たことなど、多くの市民の記憶の中に残る景観ともなっ

ています。 


